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図 6-3-1 カスミサンショウウオ移植地及び調査場所 
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６－３－５ 調査結果 

各調査日における卵嚢及び成体の確認状況は表 6－3－2 に示すとおりである。ま

た、確認した卵嚢の発生段階（資料編に示すトウホクサンショウウオ発生段階図を

準用して区分）の推移は表 6－3－3に示すとおりである。 

調査の結果、確認した卵嚢は、44（移植地第１区域：18、移植地第２区域：26）

であった。卵嚢 1対（2個）あたりの卵数は 46～186（第１区域：102～186、第２区

域：46～147）、平均は 107（第１区域：122、第２区域：97）であった。 

確認地点の環境は、水温が 3.7～9.6℃（第１区域：4.3～9.6℃、第２区域：3.7

～7.1℃）、ｐＨは 4.62～7.48（第１区域：4.62～7.19、第２区域：4.96～7.48）、水

深は 2.0～19.0 ㎝（第１区域：5.2～19.0 ㎝、第２区域：2.0～11.2 ㎝）の範囲であ

った。 

他方、成体については、第２区域で 1個体が確認されたのみであった。 

今回の調査結果を前回（H19 年度）と比較すると、卵嚢数（本調査 44・H19 年度

44）、卵数（本調査 2353・H19 年度 2277）共に横ばい状態であり、安定した個体群が

維持されている（移植成功）と考えられる。 

なお、調査状況及び確認された個体等は資料編に示す。 
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図 6-3-2 カスミサンショウウオ卵嚢確認地点 
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６－４－３ 調査範囲及び調査ルート 

成虫調査範囲及び幼虫調査ルートは図 6-4-1 に示すとおり、事業実施区域南側を

流れる大谷側とこれに隣接して設けられたホタル水路周辺で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6－4－1 ゲンジボタル成虫調査範囲及び幼虫調査ルート  
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図 6-4-2(1) ゲンジボタル成虫確認場所（平成 22 年 5 月 28 日） 
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図 6-4-2(2) ゲンジボタル成虫確認場所（平成 22 年 6 月 7 日） 
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図 6-4-2(3) ゲンジボタル成虫確認場所（平成 22 年 6 月 17 日） 
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図 6-4-3 ゲンジボタル幼虫確認場所（平成 23 年 2 月 15 日） 




